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看護学生の達成動機と就業動機との関連
An examination of the relationship between achievement motives 
and vocational motives: A study of student nurses 
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 長塚美和
Abstract 
The purpose of也isstudy is to examine vocational motives concerning the relationship with 
following也reefactors: achievement motive， intrinsic reward阻 dfeedback企omle紅記ngabout nurs-
mg sClence. 
Participants were 360 students nurses at nursing school. Results suggested也ats旬dentnurses' 
vocational motives were self-improvement， interpersonal， and status motives， and that achievement 
motives and in師団icreward in到uencedeach vocational motive. 
τnese results indicated that it was important to set the enviro=ent for student nurses to get in-
trinsic rewards企omleむ叫ng.
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I 序論
1 .はじめに
近年、看護教育関係者が直面している課題として、看護教育の質を充実させることがあげら
れるようになってきた(文部科学省， 2004)。また、卒業直後に看護師として就業することを、
教育における結果の 1っとみなすならば、学生個々の内発的動機づけをさらに高められるよう
な教育内容の検討が、教育機関において望まれることが指摘されている(渡辺・石井・佐藤・
長谷部， 2003)。
看護系の大学、短期大学および専門学校(以下、看護学校とする)に通う学生は、他の一般
的な学生とは異なり、入学の時点で将来の職業は具体的に決まっており、その準備として知識
や技術を学ぶという特徴がある。そして、学校で看護についての知識や考え方、技術を学ぶ中
で、看護学生は看護職に対して動機づけられていくと考えられる。
看護教育の現場では、早い時期から看護職に就こうとする内発的動機づけがある学生ほど学
習意欲が高く、卒業時まで強い意思を持ち続けられるといわれている(河村・藤田・種池，
2000)。さらに、看護教育における成長の機会の欠如が看護学生のパーンアウトの原因となり、
結果的に学生の動機づけの低下を招くことが示唆されていることから CBeck，1995)、看護学
生にとって将来の職業に対する動機づけは重要な課題であると考えられる。また実際に職業に
就いたときの影響も示唆されている。例えば、看護教育における成長の機会の欠如が、後の離
職の原因になることや (Beck，1995)、消極的な職業選択動機が卒後看護師の早期退職の規定
要因であることが、入職半年後の新人看護師を対象とした調査結果から示唆されている(松下・
柴田， 2004)。よって、看護学生の将来の職業に対する動機づけに注目することは、現在の動
機づけに関しても将来の動機づけに関しでも重要で、あると考えられる。以上のような観点から、
看護学生の将来の職業に対する動機づけを明らかにし、看護学生の職業への動機を高める方法
を検討することは意義があるこーとであると考えらずれる。
2.看護学生の職業に対する動機
心理学において、学校はー職業人として社会に参入するための準備をする場であるとして、
研究がなされてきた。そして、将来の職業的場面を想定した動機を、学生の就業動機としてと
らえた尺度開発の試みがなされている。
安達(1998)は、未入職者における将来の職業に関連した動機ι注目し、大学生を対象とし
た就業動機の測定を試みた。安達(1998)は就業動機を、「未入職者が未来の仕事状況に関連
しでもっている動機、または、将来携わる職業的場面を想定した動機」と定義している。そし
て、就業動機を構成する要因として、「困難な作業を克服して仕事を通じた自己成長を志す動
機」、「仕事で他者をしのいで社会的地位を築こうとする動機」、「仕事内容そのものより仕事を
通じた人との接触を志向する動機」そして「就職に関連した情報の収集や将来役に立つ知識や
技術の会得に関する動機」の4側面を想定し、就業動機測定尺度を作成した。一般の大学生を
対象とした研究における調査結果では、困難な作業に挑戦して仕事によって自己成長しようと
する「挑戦志向動機」、社会的地位や名声を得ょうとする「上位志向動機」、仕事を通じての人
との接触を重要視する「対人志向動機」、将来携わる仕事に関する情報を収集するなど職業に
対する積極的姿勢をあらわす「探索志向動機」の4因子が見出された(安達， 1998)。その後の
研究では、探索志向と挑戦志向が一つにまとまった「自己向上志向動機」と「上位志向動機」、
「対人志向動機」の3因子構造が得られている(安達， 1999， 2001a， 2001b， 2001c)。
安達(1998)は、大学生 (1998，2001b， 2001c)や女子短期大学生 (2001a) といった未入
職者が将来の仕事状況に関連して持っている動機、または、将来携わる職業的場面を想定した
動機を想定し、就業動機尺度を用いた研究を行っている。看護学生を対象とした研究には用い
られていないが、看護学生が看護師を志望する動機として、他者を助けたいといった対人志向
的な動機や (Beck，2000)、仕事に対するやりがい・自己成長といった自己向上志向的な動機
(河村ら， 2000)が要因として明らかになっていることから、一般の学生に対してだけではな
し看護学生の将来の職業に対する動機も明らかに出来ると考えられる。
3.就業動機に影響を及ぼす要因
3-1.達成動機
McClelland (1961)は達成動機を企業や経済発展に及ぼす影響として捉え、達成動機と社
会経済発展との関係を明らかにした。彼は、達成動機の高さを社会発展の原動力とみていたと
考えられ、このことから、当初の達成動機の研究は、競争社会を意識したものであったと考え
られる(速水， 1995)。一方で、日本における達成動機研究は、競争社会を意識したものとい
うよりi は、より内発性のものとして達成動機を捉えようとしてきた(宮本， 1981)。この流れ
の中で、堀野(1987)は、達成動機を多角的に捉えようと試み、さらに堀野・森(1991)が、
達成動機を、社会にとって価値のあることだけでなく、個人にとっても価値のあることに挑戦
し、それを成し遂げようとする傾向の強さと定義した。そして達成動機を、他者、社会の評価
にはとらわれず、自分なりの達成基準への到達を目指す「自己充実的達成動機」と、他者をし
のぎ、他者に勝つことで社会から評価されることを目指す「競争的達成動機」の2つの側面か
ら捉えなおした。以上のような個人の傾向としての達成動機が就業動機に及ぼす影響を検討す
る。
3-:2.看護の学びか5得5れる内的報酬と周囲の人の関わり
内的報酬とは課題そのものから得られる報酬のことを指し、組織環境においては Herzberg
(1966)が2要因論のうちの動機づけ要因として挙げているものである。彼は、人々が仕事に
生きがいを感じ、仕事に満足するのは、仕事の内容に自己を実現しているのであり、仕事の内
容が人聞を仕事に向かわせる動機づけを引き起こすとして、これを動機付け要因と定義した
(Herzberg， 1966)。この動機づけ要因は、達成、承認、仕事そのものへの興味、責任、成長
からなり、人が抱く向上心を満たす要因とされている。つまり、動機づけ要因が満たされるこ
とは仕事の内容に自己を実現しているからであり、仕事の内容が人聞を仕事に向かせる動機づ
けを引き起こし、促進するとするのである。
また、看護の学びにおける周囲の人の関わりも動機づけを促す要因のーっとしてあげられて
いる。たとえば、 Deci(1980)は、人々のパフォーマンスへのフィードパックが内発的動機づ
けに影響を与えるとしている。フィードパックとは、対人関係の面でいえば、自分と関係する
人が自分の行動をどのようにとらえ、評価しているかについての情報であり、また課題遂行の
面でいえば、仲間や上司からどのように期待され、評価されているかについての情報であると
定義できる(古川， 1988)。具体的に周囲からのフ千ードパックがどのような影響を与えるの
かについて、 Deci& Ryan (1980)は、パフォーマシスに関する正のフィードパックは内発
的動機づけを高め、負のフィードパックは内発的動機づけを低減するとした。さらに、情報的
フィードパックは内発的動機づけを強化する働きを持ち、統制的フィードパックは内発的動機
づけを弱める働きを持っともいわれているのeci& Ryan， 1980)。たとえば、正のフィード
バックの代表的なものとして、情報的な自律性を促すような表現の周囲からのフィードパック
がある。そして、このような正のフイ}ドパックは、自分は有能であるという知覚を強化し、
内発的動機づけを高めるといわれている (Ryan，1982; Deci & Ryan， 1985)。また、職業に
ついての探索的活動は、外的環境からの働きかけや、周囲の期待によって生じる動機に規定さ
れると示唆されている(Jordaan，1963)。このニとから、評価や期待としての周囲からの関
わりや働きかけは、就業動機を高める要因のーっと考えられる。
以上のことから、学校での看護に関する学びの中で得られる責任感、達成感、成長感、やり
がいといった内的報酬と、学んで、いることを評価してくれる周囲の人の評価が、就業動機を促
進する要因として考えられる。
E 目的
本研究の目的は、まず、看護学生の仕事に対する動機に注目し、看護学生の就業動機の構造
を明らかにすることである。そして、個人の全般的な傾向としての達成動機、看護の学びから
得られる責任感、達成感、成長感およびやりがいといった内的報酬、看護の学ぴにおける周囲
の人の関わりが、就業動機の各下位因子に及ぼす影響を検討し、看護学生の就業動機を高める
要因について考察することである。
E 方法
1 .調査対象
2004年1月に、近畿圏の看護大学、看護短期大学および看護専門学校に通う18歳から38歳ま
での看護学生406名を対象に質問紙を配布し、 392部回収した(回収率96.6%)。回答の欠損が
著しいものなど分析に不適当で、あると思われるものを除くと、分析に有効な回答は360部であっ
た(有効回答回収率91.8%)。対象者の平均年齢は20.8土2.96歳であり、性別は男性25名
(6.9%)、女性335名 (93.1%)であった。また、学校別に見ると、大学生177名、短期大学生72
名、専門学校生111名であった。
2.調査項目
2-1.達成動機の測定
達成動機の測定については、堀野・森 (1991)によって作成された達成動機測定尺度を用い
た。質問項目は、自己充実的達成動機が13項目、競争的達成動機が10項目の計23項目からなる。
回答方法は、「全く当てはまらないJから「非常によく当てはまる」までの7段階評定で求めた。
クロンパックの α係数については、自己充実的達成欲求で.87、競争的達成欲求で.91である。
2・2.就業動機の測定
就業動機の測定については、安達(1998)によって作成された就業動機測定尺度38項目と、
安達(1998)の研究において、因子を構成する項目選定の際に削除された3項目を加えた合計
41項目を用いた。安達(1998)の研究では、因子負荷量が小さいという理由で削除された項目
であるが、今回の研究対象者が看護学生に限定しているということもあり、異なる構造が見ら
れる可能性があるため、 3項目を改めて質問紙に加えた。回答方法は、「全く当てはまらない」
から「非常に当てはまる」までの 5段階評定で求めた。
2・3.看護の学びかう得5れる内的報酬
看護に関する学びから得られる内的報酬を、 Herzberg(1966)の2要因論における「動機
付け要因」を参考に作成した。本研究において承認に関しては、周囲の人の関わりから得られ
るものとし、内的報酬の尺度作成においては除外した。よって、その他の4つの要因を参考に
質問項目を作成した。項目は「達成感が得られる」、「自分自身の成長が感じられる」、「責任感
を感じる」および「やりがいを感じるJの4項目からなり、それぞれの項目に対する回答は、
「全く当てはまらない」から「非常に当てはまるJの5段階評定で求めた。
主因子法、プロマックス回転を用いて因子を抽出した結果、 l因子解が抽出された。第l因
子の初期の固有値が2.90であり、分散の72.43%を説明していた。また、第2因子は初期の固有
値がl以下であった。よって固有値法により、 1因子構造が妥当であると判断した。また、高
い信頼性係数も得られた (α=.87)。よって、これらの項目の合計得点を分析に用いることと
した。
2-4.看護の学びにおける周囲の人の関わり
周囲の人の関わりにあたる項目を、周囲の人からのフィードパックという観点から作成した。
古川(1988)の定義を参考に、行動の評価と行動に対する期待という側面から質問項目を作成
した。項目は、「信頼できるアドバイスを与えてくれる人がいる」、「どこが良くないかを言っ
てくれる人がいる」、「適切な評価を与えてくれる人がいるム「私の周囲の人は、私が看護関係
の仕事に就くべきであると思っているようだ」および「私の周囲の人は、私が看護関係の仕事
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につくことに反対している」の 5項目からなり、それぞれの項目に対する回答は、「全く当て
はまらない」から「非常に当てはまる」の 5段階評定で求めた。
項目の l因子構造を確認するために因子分析を行ったが、仮説とした l因子下位構造は棄却
された。よって、信頼性係数が低かった2項目を除外した上で再び因子分析をした。主因子法、
プロマックス回転を用い因子を抽出した結果、 l因子解が抽出された。第l因子の初期の固有
値が2.46であり、分散の81.91%を説明していた。また、第2因子は初期の固有値がl以下であっ
た。よって固有値法により、 l因子構造が妥当であると判断した。また、高い信頼性係数も得
られた (α=.89)。よって、「信頼できるアドバイスを与えてくれる人がいる」、「どこが良くな
いかを言ってくれる人がいる」及び「適切な評価を与えてくれる人がいる」の3項目の合計得
点を周囲の人からのフィードパックの得点として分析に用いることにした。
2-5.個人属性
対象者の属性を尋ねる項目として以下の質問についてそれぞれ回答を求めた。まず、年齢、
性別、現在通っている学校、家族形態、看護学校への進学決定時期、家族や親戚内の看護職者
の有無についてそれぞ、れ回答を求めた。また、看護関係の職業就職志望度については、看護学
校入学以前の看護関係の職業就職志望度志望度について、「全くなりたくなかった」から「非
常になりたかった」の 5段階評定で回答を求めた。また、現在の看護のことに関して達成した
い目標の有無、実習経験、卒業後の進路についてそれぞれ回答を求めた。
3.統計解析
調査で得られたデータを用いて分析を行った。統計解析には、 SPSSfor Windows 10.01 
(SPSS Inc.， 2001)を用いた。
N 結果
1 .対象者属性
分析の対象となった360名のうち、性別は、男性25名 (6.9%)、女性335名 (93.1%)であっ
た。また、平均年齢は、 20.8:!:2.96歳であった。通っている学校は、大学177名 (49.2%)、短
期大学72名 (20.0%)、専門学校111名 (30.8%)であった。進学決定時期については、中学生
以下と高校生以上の時期に再分類した。また、卒業後の進路については、進路予定が看護関係
であるか看護関係でないか(未決定を含む)に再分類した。 Table1に対象者の属性を示す。
2.看護学生における就業動機の因子構造
安達(1998)の就業動機尺度は、一般の大学生と短期大学生を対象に作成された尺度である。
本研究では対象者を看護学生に限定することで、看護学生が看護関係の職業に就きたいと考え
るときの就業動機に当てはめることができると考えた。よって、一般の大学生を対象とじた場
合とは異なる因子構造が見られる可能性があるため、看護学生における就業動機尺度として安
達(1998)の就業動機尺度の再構成を行った。
就業動機に関する41項目の標準偏差は、 0.62~ 1.l2の範囲であり、回答に著しい偏りのある
項目はないと判断し、全項目を因子分析伝用いることにした。 41項目の質問項目を用いて因子
分析(主因子法、スクリープロットにより因子数を決定、プロマックス回転)を行った。各項
目のうち、共通性が0.15に満たなかった3項目を除外し、再度因子分析を行った。主因子法を
Table 1 対象者の属性 (N=360)
全体 (n=360)
項目 n (%) 
性別 男性 25 (6.9) 
女性 335 (93.1) 
学校 大学 177 (49.勾
短期大学 72 (20.0) 
専門学校 11 (30.8) 
学年 1年生 138 (38.3) 
2年生 107 (2391 .η
3年生 115 .9) 
進学決定時期 中学生以下 82 (2.8) 
高校生以上 278 (7.2) 
家族形態 独居 130 (36.1) 
家族と同居 223 (61.勾
その他 7 (1.9) 
看護職者の有無 いる 123 (34.勾
いない 237 (65.8) 
看護に関する達成目標の有無 ある 252 (70.0) 
ない 108 (30.0) 
実習経験の有無 あり 178 (49.4) 
実習中 119 (3.1) 
なし 63 (17.5) 
卒業後の進路 さらに上級学校に進学 47 (12.9) 
看護関係の職業に就職 285 σ9.2) 
看護関係以外の職業に就職 14 (3.9) 
未決定 12 (3.3) 
看護関係以外の大学に進学 2 (0.め
用い、因子を抽出した。因子数はスクリープロットにより3因子と判断し、プロマックス回転
を行った。その後、因子負荷が0.35に満たなかった3項目および複数の因子に0.35以上の高い因
子負荷量を示した l項目を削除し、再度因子分析を行った。その結果、安達 (1999)以降の研
究で認められた3因子構造が得られた (Table2)。
第l因子は、職業に関する知識や技術の会得、積極的な職業探索、価値ある課題に挑戦する
姿勢についての17項目が高く負荷し、探索志向動機と挑戦志向動機がひとつにまとまった自己
向上志向動機に対応していると解釈できた。第2因子は、仕事場面で社会的地位や名声を得ょ
うとする10項目が高く負荷し、上位志向動機に対応していると解釈できた。第3因子は、仕事
を通じた人との接触やコミュニケーションを重要視する 7項目が高く負荷し、対人志向動機に
対応していると解釈できた。
3.諸要因が就業動機に及ぼす影響
諸要因が就業動機に及ぼす影響を検討するため、自己向上志向動機、上位志向動機及び対人
志向動機を従属変数とし、第 1Stepで、個人属性、第2Stepで達成動機、看護の学びから得ら
れる内的報酬および看護の学びにおける周囲のノ寸、らのフィードパックを順次投入する強制投
入法による階層的重回帰分析を行った (Table3)。
Tao!e 2 就業動機の因子分析結果 (N=360)
項目 国子I 国子E 因子E 芸書通性
r.自己肉上志向動機(a=.89)
1.仕事に生かせることなら何でも学ぶつもりだ .76 明.03 .ー15 .45 
2.将来就こうと考えている職業について自分で調べようと思う .67 .ー01 .ー08 .36 
3.仕事で成功するためには決して努力を惜しまない .67 .09 .ー03 .46 
4.いつも目標をもって仕事をしたい .65 "・01 .05 .46 
5.将来就こうと考えている職業に関連した講習会やセミナーには進んで参加しようと思う .64 .03 .ー17 .32 
6.誰かの案に従うのではなく、自分で計画を立てるような仕事がしたい .55 .1 白.05 .31 
7.努力や能力を必要とする仕事がしたい .54 .23 へ07 .37 
8.将来就きたい職業のために努力しようと恩う .54 .ー09 .17 .40 
9.日常生活の中で、仕事に役立つことは何でも吸収していきたい .53 .05 .24 .51 
10.将来就こうと考えている職業に関する情報には興味がある .53 .04 .15 .41 
1.将来仕事で活用できる知識や技術を身につけたい .53 .03 .19 .45 
12.将来就こうと思う職業について考えるのは楽しい .52 -.12 .15 .37 
13.どんな仕事でも引き受けたら最善を尽くしたい .49 .ー10 .18 .36 
14.自分の個性が活かせる仕事をしたい .45 -.0 .1 .27 
15.仕事を通じて自分を向上させたい .45 .04 .24 .39 
16.困難な仕事でも人に助けを借りずに自分のカでやり遂げたい .4 .07 -.09 .18 
17.収入を得るためではなく働くこと自体を楽しみたい .39 .ー29 .13 .26 
II. 上位志向動機~訓}
18.地位や名誉をもたらす職業に就きたい .ー08 .85 -.00 .69 
19.職場では高い役職に就きたい .07 .78 -.13 .65 
20.周りから賞賛されるような仕事をしたい .ー14 .69 .24 .47 
21.世間で名前の通った企業や団体に就職したい .ー07 .69 .08 .46 
2.人より優れた仕事をすることが重要だ .03 .67 .ー06 .46 
23.昇格や昇進の機会がある仕事を得ることは重要だ .04 .67 .11 .47 
24.何か価値ある業績をあげようと考えている .35 .57 "・28 .52 
25.給料のいい職業に就くことは充実した生活に欠かせない "・17 .54 .09 .26 
26.人と張り合えるような仕事をしたい .12 .54 .ー1 .34 
27.職場ではムードメーカーになりたい .ー0 .40 .34 .27 
il.対人志向動機(a=.78)
28.周囲の人々とコミュニケ}ショシしながら仕事をすすめたい .09 .01 .71 .58 
29.常に多くの人との出会いがある仕事をしたい .12 .06 .65 .53 
30.仕事を通じて得たい最大の満足は、人との交流から得られる満足感だ .03 .ー10 .64 .44 
31.仕事を通じて色々な人に出会いたい .12 "・01 .63 .50 
32.職場では周りの人々との爾和が何よりも大切だ .ー18 .08 .61 .28 
33.職場では一生付き合える友人を作りたい .ー02 .19 .42 .20 
34.個人の努カが重視される仕事ではなく、集団の努力が重視される仕事をしたい .03 "・12 .37 .16 
固有値 8.64 4.74 1.92 
因子間相関
.27 
.59 .ー01
その結果、看護に関する達成目標の有無、達成動機の下位因子である自己充実的達成動機、
競争的達成動機および内的報酬が自己向上志向動機に影響を及ぼしていることが認められた
(順に、 β=ー.12，pく.01; s = .60， p< .001 ; s = .1， pく.01; s = .16， pく.01)。また、上位
志向動機には競争的達成動機のみが影響を及ぼしていることが認められた(戸=.76， p< .01)。
そしてよ性別、看護学校入学以前の看護職就職志望度、自己充実的達成動機および内的報酬が
対人志向動機に影響を及ぼしていることが認められた(順に、 s= .09， p< .05 ;戸=.17， 
pく.01;s=.38， pく.001; s = .29， p< .001)。また、周囲からのフィードパックに関しては、
就業動機のどの下位因子にも影響を及ぼしていないことが明らかになった(順によ 戸=.0， 
s=.07，戸=.01， p> .01)。
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Table 3 就業動機を従属変数とする重回帰分析
従属変数
独立変数 自己向上志向動機 上位志向動機 対人志向動機
Step1 年齢 .03 .01 "・05
性別 .02 へ03 .09* 
学校 ー.07 ヘ02 .09 
家族形態 .02 ー.03 ー.02
進学決定時期 .03 .05 .04 
看護職者の有無 .01 .01 ー.01
達成目標の有無 ー.12** .01 ー.04
実習経験 .03 .04 .04 
卒業後の進路 .06 .04 .01 
入学以前の看護職就職志望度 .08 .06 .17本*
Step2 自己充実的達成動機 .60**本 "・01 .38*ネネ
競争的達成動機 .11** .76*キ* ヘ02
内的報酬 .16** .06 .29*** 
周囲からのフィー ドパック .00 .07 .01 
~R2Step1 .181 *** .060* .206*本*
~R2Step2 .397*料 .542*キ* .224キ**
R
2 
.579 .602 .430 
**う<.001 *うく.01*pく05
V 考察
1 .諸要因が上位志向動機に及ぼす影響
競争的達成動機が高い学生ほど上位志向動機が高いことが明らかになったことから、上位志
向動機の高さには一般的な物事に対して他者をしのぎ、他者に勝つことで社会から評価される
ことを目指す傾向の影響が強く、看護の学びからは高められにくいものであることが示唆され
たといえる。安達(1998)によれば、上位志向動機は勢力動機に概念的に符合し、競争での勝
利や権力の追求に関連した傾向であるとする一方で、よき監督者として職場への適応に活かさ
れる可能性も示唆している。また、堀野 (1996) は、他者を統制したり名声をあげたりするこ
とを欲する勢力動機のl側面がリーダーの素質として解釈できることを見出している。小谷野
(2000)は、医療の転換期を迎えている今日、高度な専門的知識、技術を身につけた看護師が
より質の高い看護を国民に提供していくことが期待されていると指摘している(小谷野， 2000)。
その期待される役割のlっとして、看護集団を率いるリーダーとしての質が看護師に期待され
ているといえよう。このことから、今後は上位志向にも肯定的な側面があるという観点から、
看護学生の上位志向動機を高める要因を検討する必要があると考えられる。
2.諸要因が自己向上志向動機及び対人志向動機に及ぼす影響
看護に関する達成目標を持っており、達成動機の2側面が高く、看護の学びから内的報酬を
得ていると感じている学生ほど、自己向上志向動機が高いことが明らかになった。そして対人
志向動機は、女性であり、看護学校入学以前の看護関係の職業への就職志望度が高く、自己充
実的達成動機が高く、そして看護の学びから内的報酬を得ていると感じている学生ほど高いと
いうことカ守明らかになった。
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自己充実的達成動機と競争的達成動機が高いことが、職業に対する自己向上志向動機に影響
を及ぼしているという結果から、自分なりの達成基準への到達を目指そうとする傾向と他者と
の競争の中で社会から評価されることを目指そうとする傾向の達成動機の2側面が、職業に対
する積極的姿勢である自己向上志向動機を高めているといえる。また対人志向動機は、先行研
究においては達成動機の両側面との聞に正の関係性が認められていたが(安達， 2001c)、本研
究で影響をさらに検討した結果、自己充実的達成動機の高さが対人志向動機を高めていること
が明らかになった。堀野 (1994)は、自己充実的達成動機の高い人は、他者を援助したいとい
う傾向をもっと指摘している。看護学生が看護を仕事として選択する理由として、他者をケア
したい、人を助けたいという強い願望があるといわれていることからも (Williams， 
Wertenberger， & Gushuliak， 1997; Beck， 2000; Boughn， 2001; Pamala， Joan， & Stepha-
nie， 2003)、看護学生は他者を援助しようとする傾向がもともと強いことが考えられる。よっ
て、自己充実的達成動機の傾向が強いことカf対人志向動機に影響を及ぼしていると考えられる。
また、職業に対する積極的な傾向を示す自己向上志向動機には、看護に関して達成したい目
標をもつことが影響を与えていることが明らかになった。自己の成長のような目標の追求は、
人間の根本的な心理的要求を満たし、人間の本質的な成長傾向を促進するといわれている
(Deci & Ryan， 2000)。看護学生にとって、看護に関して達成したい目標を持つことは、将
来の職業に通じる目標をもつことであり、その目標を達成する中で成長していくことが将来の
仕事への積極的姿勢を促していることが示唆されたといえる。このことから、将来の職業に対
する積極的な姿勢を促す上で、看護の学びにおいて達成したい目標を立てる重要性が示唆され
たといえる。
次に、看護の学びから得られる内的報酬や看護の学びにおける周囲の人からのフィードパッ
クの影響について考察する。看護の学びから得られる責任感、達成感、成長感およびやりがい
といった内的報酬を得られていると感じている学生ほど、自己向上志向動機が高く、対人志向
動機が高いことが明らかになった。 Deci(1980)は、あらゆる報酬には情報的側面と統制的側
面の2つの側面があるとし、情報的側面をもっ報酬は内発的動機づけを促すとした。このこと
から、看護の学びから得る責任感、達成感、成長感、やりがいといった内的報酬は看護学生に
とって情報的側面をもち、自己向上志向動機や対人志向動機を促しているということが示唆さ
れたといえる。
以上のことから、看護学生の自己向上志向動機と対人志向動機は、自己向上志向動機の場合
は看護に関する目標を持つといった自主性の要因、また対人志向動機の場合、性別や看護学校
入学以前の看護関係への職業へ就職志望度といったもともとの属性的要因が影響を及ぼしてお
り、影響を及ぼしている要因に違いはあるものの、看護を学ぶ中で得られるものによって共通
して高められていることが示唆された。 Williams& Deci (1996)の研究によれば、患者のケ
アに対する心理社会的志向性を教育する目的で、患者に対する心理社会的ケアを自律的な環境
において学んだ医学生は、有能感の高まりを感じていたと示されている。このことも考慮に入
れると、学生が看護の学ぴから責任感、達成感、成長感、やりがいを持てるような環境を作る
ことの重要性が本研究で示唆されたといえる。
看護の学びにおける環境作りの可能性として、周囲からのフィードパックがあげられる。本
研究では、周囲からのフィードパックが得られていると感じている学生は、自己向上志向動機
及び対人志向動機も高いという結果は得られたが(JI真にr=.21， p< .01 ; r= .30， pく.01)、フィー
ドパックが影響を与えているという結果は得られなかった。 Deci& Ryan (1985)によれば、
自律性を促すような周囲からのフィードパックは、自分が有能であるという知覚を介して内発
的動機づけを促すとしている。本研究の結果からは、周囲からのフィードパックが直接自己向
上志向動機や対人志向動機を高める要因であることは明らかにならなかった。しかし環境作り
の可能性という観点から、今後は何らかの介在要因を仮定してフィードパックの影響を再検討
していく必要性があると考えられた。以上のような環境作りの観点から看護学生の仕事に対す
る動機づけの研究を重ねることで、将来の職業に積極的に取り組むことのできるような、そし
て患者により良いケアをやりがいを持って提供できるような看護学生の育成の一助となると考
えられる。
百今後の課題と展望
就業動機は、職業に対する態度や姿勢に個人の動機が反映されたもので、尺度の作成過程に
おいて様々な動機の概念が反映されていた(安達， 1998)。しかし安達 (1998，2001c)の研究
においては一般の学生を対象としているため、対象者を看護学生とした本研究では、同じよう
な動機を反映しているかどうかはいえない可能性が考えられる。よって、看護学生を対象とし
た就業動機と他の動機との関連の再検討や、一般の大学生の就業動機との比較検討をすること
によって、看護学生の就業動機の特搬をさらに明らかにすることが必要であると考えられる。
また、対象者のほとんどが女性であったことから、性別を用いた分析の解釈に関しては注意
しなければならないと考えられる。今後の研究では、男性の対象者を増やした上での再検討が
必要であると考えられる。
また、本研究では、動機が高まった結果としてのパフォーマンスの吟味はできなかった。よっ
て、就業動機の高まりとして、職場で働くという行動に移ったときに看護師として・どのような
行動に反映されるのか、そしてどのように維持されるのかといった縦断的な研究カf必要である
と考えられる。
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